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２
０
０
１
年
に
開
設
し
た
鶴

岡
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
山
形

県
鶴
岡
市
）
の
先
端
生
命
科
学

研
究
所
は
２
０
１
０
年
に
創
立

10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
医
・

薬
・
理
・
工
・
農
を
融
合
し
た
世

界
最
先
端
の
研
究
拠
点
と
し
て
、

現
在
55
名
の
教
員
（
非
常
勤
を

含
む
）
と
、
76
名
の
ス
タ
ッ
フ
、

40
名
の
塾
生
が
日
々
研
究
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。こ
の
10
年

間
で
、「
唾
液
で
が
ん
診
断
」「
虫

下
し
薬
を
用
い
た
が
ん
治
療
」

「
ク
モ
糸
の
人
工
合
成
」「
オ
イ

ル
を
生
産
す
る
藻
」
な
ど
独
創

的
な
研
究
成
果
を
あ
げ
、「
メ
タ

ボ
ロ
ー
ム
解
析
」
と
い
う
成
分

分
析
技
術
は
独
立
行
政
法
人
科

学
技
術
振
興
機
構
（
J
S
T
）

か
ら
「
世
界
に
勝
て
る
日
本
の

技
術
」
の
ひ
と
つ
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
最
先
端
研
究
の
一
端

を
垣
間
見
て
も
ら
お
う
と
、
塾

内
の
高
校
生
を
対
象
に
毎
年
7

月
に
２
泊
３
日
の
「
サ
マ
ー
バ

イ
オ
カ
レ
ッ
ジ
」
を
鶴
岡
で
開

催
し
、
塾
高
、
志
木
高
、
女
子
高
、

湘
南
藤
沢
高
等
部
、
N
Y
学
院

（
高
等
部
）
か
ら
毎
回
約
18
人
、

延
べ
１
８
７
人
の
生
徒
が
こ
の

体
験
実
習
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

（http://sbc.iab.keio.ac.jp

）

　

そ
し
て
昨
年
度
か
ら
は
、
研

究
所
の
助
手
に
思
い
切
っ
て
高

校
生
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
隣
接
す
る

山
形
県
立
鶴
岡
中
央
高
校
の
生

徒
11
名
を
助
手
と
し
て
採
用
し
、

彼
ら
は
研
究
所
内
の
様
々
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
配
属
さ
れ
、
毎
日

放
課
後
研
究
所
に
勤
務
し
て
い

ま
す
。
高
校
生
の
仕
事
と
い
っ

て
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
遂
行

に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
作
業
ば

か
り
な
の
で
、
義
塾
の
正
式
な

臨
時
技
術
職
員
と
し
て
給
与
を

支
払
い
、
責
任
と
誇
り
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
助
手
と
し
て
顕
著
な
研
究

成
果
を
出
し
、
学
会
発
表
の
際

に
共
著
者
と
し
て
名
前
を
連
ね

た
高
校
生
も
い
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
の

ほ
と
ん
ど
は
中
学
・
高
校
時
代

か
ら
国
際
舞
台
の
真
剣
勝
負
で

も
ま
れ
て
い
ま
す
。
も
し
科
学

技
術
で
世
界
相
手
に
勝
負
す
る

人
材
を
本
気
で
育
て
よ
う
と
す

る
の
な
ら
ば
、
な
る
べ
く
早
い

時
期
か
ら
世
界
最
先
端
の
研
究

に
巻
き
込
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
後
は
一
貫
教
育
の
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
、
塾
内
の
高
校
生
が

世
界
最
先
端
研
究
に
参
画
で
き

る
機
会
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

冨
と み

田
た

　勝
まさる

　環境情報学部教授・先端生命科学研究所所長

高校生を研究助手に採用
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